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先端技術と人材育成による
DX推進を目指して

2019年末から世界中で流行し現在では収束の兆しを見せているCOVID-19は、

人々の暮らしや働き方を大きく変化させました。一方で、対面でのコミュニケー

ションなど人間生活を送るうえで欠かせないものはCOVID-19の流行以前の状態

に戻りつつあり、我々の生活様式は日々進化を続けています。

2018年、経済産業省が発行した「デジタルトランスフォーメーションを推進

するためのガイドライン」において、DXは『企業がビジネス環境の激しい変化

に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品

やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロ

セス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。』と定義され

ています。また、政府が策定する「第5期科学技術基本計画」においては、新た

な社会「Society5.0」として『サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現

実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両

立する、人間中心の社会』が『我が国が目指すべき未来社会の姿』として提唱さ

れています。

弊社は、企業理念および3つのMissionの中で「イノベーション」「最先端テク

ノロジー」「即戦力となりうる人材を育成」をキーワードとして掲げております。

そこで、ASKプロジェクト全社でDX推進に向けて取り組むにあたってのビジョ

ンとして「AI・メタバースなど先端技術による課題解決」「DX人材の育成」を

掲げました。

「AI・メタバースなど先端技術による課題解決」では、ICT技術を駆使した、

業務の自動化・効率化によるお客様の抱える様々な負荷の軽減に加えて、メタ

バース・eスポーツ・ゲーミフィケーションを活用した新たな取り組みを進めて

まいります。「DX人材の育成」では、DX推進にあたって障壁となるDX人材不

足を解決するために、DXの戦略・ビジョン・構想などを練ることができ、先進

技術の将来性と持続性を想定できるアントレプレナーシップを兼ね備えた実践的

技術者を育成いたします。

デジタル化、サイバーとフィジカルの融合が進む昨今、弊社の取り組みが世の

中の一助となれば幸いです。

株式会社ASKプロジェクト

代表取締役社長 大塩悠貴

代表メッセージ
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企業・学生・地域との連携によって

イノベーションを生み出し
地方の星となる企業を目指す

企業理念

3つのMission

最先端のテクノロジーを駆使して地域に貢献する

世界最先端テクノロジーを積極的に取り入れ

地域社会の課題解決・発展に貢献する

長期間のインターンシップを通して実践的な人財育成をする

短期のインターンシップでは経験できない実務を経験していただき

より実践的な即戦力となりうる人材を育成する

地元志向の学生が成長し安心して働くことのできる環境を提供する

常に新しい製品を開発し続け

地元で就職したい学生が地元でも働けると思える

親御さんも安心して預けていただけるような

職場環境を提供する



DX推進の基本方針
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AI・メタバースなど先端技術による課題解決

● 自然言語処理や画像解析技術を活用したサービスの開発・提供を強化

● ダークデータをはじめとする様々なデータ分析サービスの開発・提供を強化

● メタバース・eスポーツ・ゲーミフィケーションを活用したサービスの開発・提供を強化

弊社では、「AI・メタバースなど先端技術による課題解決」「DX人材の育成」の2つ

をDX推進の大きな柱として掲げて、お客様や従業員への価値提供やDX推進のために必

要な技術を兼ね備えた人材の育成を、スピード感を持って実行してまいります。

DX人材の育成

● 「長期インターンシップ制度」および「ASKイノベーションラボ」でのDX人材の育成

DX推進に向けた2つのビジョン

AI・メタバースなど
先端技術による課題解決

お客様や従業員への
価値提供

DX推進のために必要な技術を
兼ね備えた人材の育成

DX人材の育成

ASKプロジェクトにおけるDX推進



DX推進の具体的方策と評価指標
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AI・メタバースなど先端技術による課題解決

具体的方策

● 自然言語処理の技術を用いた社内問い合わせやコールセンター業務等の負荷軽減や、

画像解析技術を用いた分類や計上などの現在人間の目で行っている業務の負荷軽減・効

率化に貢献いたします。

● 社内に眠るダークデータ等の分析により、業務プロセスの可視化・効率化に貢献いたしま

す。

● eスポーツ分野における配信等の現場における課題解決や、メタバース・ゲーミフィケー

ションを活用した教育・業務効率化に貢献いたします。

評価指標

弊社が先端技術を駆使して開発したソフトウェアの新規導入企業数を2026年までに10社

といたします。

DX人材の育成

具体的方策

地方にある中小企業においてDXを推進しようとした際、下記のような問題が考えられます。

・先端技術を理解できる人員が少ない

・大手にシステムを外注するような大規模な予算が確保できない

そこで、社内においてDXの戦略・ビジョン・構想などを練ることができる人材を育成し、

輩出いたします。

評価指標

「長期インターンシップ制度」および「ASKイノベーションラボ」において、先進技術の

将来性と持続性を想定できるアントレプレナーシップを兼ね備えた実践的技術者を2026年

までに10名輩出いたします。



DX推進に向けた体制の整備
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開発チーム

親会社である木村情報技術株式会社と2016年から締結している「人工知能関連の研究開発

業務委託基本契約」をもとに両社の連携をさらに強化し、顧客の潜在的ニーズの掘り起こし

や最先端技術の共有、シーズからニーズにつなげるシステム開発を積極的に実施いたします。

また、上記に加えてeスポーツ・ゲーミフィケーション関連のシステムやソフトウェアの開

発を実施いたします。

DX人材育成チーム

有明工業高等専門学校地域共同テクノセンターの産学連携における取組み「マッチングラ

ボ」に、弊社と木村情報技術株式会社が2021年1月1日付で共同開設した「ASKイノベー

ションラボ」では、ゲーミフィケーションを用いた半導体・集積回路設計メタバースの制作

や教育への応用を図ります。

また、会社設立当初より実施している「長期インターンシップ制度」において、ビジネス

スキルやAIに関する知識を実際に業務として習得、実践する環境の整備・改善を継続して実

施いたします。

取締役会

ビジョンの実現に向けて適切に業務が遂行されているかを監督いたします。

DX推進に向けた体制の整備として、AI等の先端技術を用いた事業を行う「AI事業部」

およびeスポーツ・ゲーミフィケーションを軸に事業を行う「eスポーツ事業部」を設置

し、上記2事業部の案件に対して横断的に開発を行う「開発部」を設置しております。ま

た、開発部には「開発チーム」「DX人材育成チーム」を設置しております。

取締役会

代表取締役

管理部 開発部

開発チーム

DX人材育成チーム

AI事業部 eスポーツ事業部



DX推進に向けた環境の整備
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クラウドコンピューティングサービスの利用

クラウドコンピューティングサービスを用いた開発環境も整備しております。また、機械

学習の開発に便利なクラウドツール等の継続的な調査・導入検討を実施いたします。

管理部門の業務のシステム化・クラウド化

人事、総務、経理関連の業務について、システム化・クラウド化を推進し、セキュリティ

の強化やデータ損失リスクの低減、業務の効率化を図ります。

リモートワーク環境の整備

社内ネットワークの見直しやVPNの整備などをはじめとする、リモートワークが可能な環

境の整備を実施いたします。

DX推進に向けた環境の整備として、「迅速な対応が可能な開発環境の整備」「クラウ

ドコンピューティングサービスの利用」「管理部門の業務のシステム化・クラウド化」

「リモートワーク環境の整備」の4つを掲げております。

迅速な対応が可能な開発環境の整備

社内において、AI開発用サーバを複数台導入しており、迅速にAIの開発が可能な環境を整

備しております。ハードウェアの進化について継続的に調査を行い、必要に応じた増設やリ

プレースを実施いたします。

SECURITY ACTION 二つ星宣言

弊社では、「情報セキュリティ基本方針」を制定し、SECURITY ACTION 二つ星を宣言して

おります。



株式会社ASKプロジェクト

〒836-0046
福岡県大牟田市本町1-3-17
Tel・Fax 0944-32-9753

https://ask-project.net

Copyright © 株式会社ASKプロジェクト All Rights Reserved.

本書の一部または全部を、弊社の許可なく複製、転載することはお控えください。
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